
令和５年１２月４日

国土交通省 中部地方整備局
静岡河川事務所

令和５年度 第１回 安倍川水系流域委員会
【安倍川水系河川整備計画の点検】

第１回安倍川水系流域委員会
資料－４



目 次

１.本会議の位置づけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

２.前回委員会の指摘事項とその対応について・・・・・・・・・・・・・４

３.事業の進捗状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

４.事業の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２

５.今後の進め方について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４

６.河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き・・・・・・・・・・２６

７.総合的な土砂管理に関する取り組み（参考）・・・・・・・・・・・３１



１. 本会議の位置づけ
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河川整備計画の点検イメージ

 原則として、河川整備計画の点検（レビュー）は毎年開催。
 再評価を受ける５年に一回の年は、全項目を点検報告。
 そのほかの年（４回）は、現場視察と事業の進捗状況、トピックス等を報告。

平成30年度：

令和元年度：

令和２年度：

令和３年度：

令和4年度：

本年度：

１．流域の社会情勢の変化
・土地利用の変化
・人口・資産の変化
・近年の災害発生の状況等

２．地域の意向
・地域の要望事項等

５．河川整備に関する新たな視点
・水防災意識社会再構築ビジョン
・地震・津波対策等

６．点検結果
・点検結果まとめ
・今後の進め方

A
B

A

B

A

B

B

B

A

B

※初年度のため、全項目を点検（費用対効果分析を除く）
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２．前回委員会の指摘事項とその対応について
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（１） 前回（R4.10.21）の委員会における主な指摘事項とその対応

5〔凡例〕■：治水、■：地震・津波、■：環境、■：利水、■：総合土砂、□：その他

No. 分類 種類 委員意見内容 前回委員会事務局回答内容 その後の確認内容

1 治水 意見 安倍川の計画河床はどの高さに設定されているか。
30年ぐらい前は、事務所の方に、高水敷から3.5m
というのが計画河床と聞いている。高水敷に水が
乗らないように河道を下げる、あるいは堆積した
土砂を除去することが必要と思う。

現在は、計画河床という概念はなく、整備計画河床高で整理し
ており、整備計画流量を流すことを目標に整備を進めている。

‐

2 総合
土砂
管理

質問 河道掘削による発生土砂は骨材に利用することが
有効である。経費を抑えて、安定した河床となる
ようにお願いしたい。

平成25年に策定した総合土砂管理計画では、通過土砂量につい
て目標を設定している。総合土砂管理計画では、３年前の出水
に伴う土砂堆積状況を踏まえ、年間40万m3の掘削計画を立て、
計画に基づいた掘削を進めている。今回の出水でも実態を踏ま
え、今後の掘削の方向性を決めていきたい。

‐

3 治水 質問 河道掘削を計画通りに進めれば水位低減効果は、
目標を達成するのか。

今回の出水では、掘削により計算上0.2m程度の水位低減効果を
得た。

‐

4 環境 意見 川の中の生き物の生息は、支流や川岸の植生帯に
かなり依存する。安倍川でも、洪水時には生き物
は、支流や川岸の植生帯に避難しており、支流と
本流がうまく連携して、本流の魚やその他の生き
物の生息が保たれている。河道掘削の際には、支
流との連続性をできるだけ保ってほしい。

掘り方は、先生方とも相談しながら、生物に配慮した形にして
いきたい。

‐

5 治水 質問 巨石付き盛土砂州に用いる巨石の大きさはどの程
度か。安倍川には、巨石は殆どないが、どこから
運んでくるのか。

巨石付き盛土砂州の外縁に配置する径は70cm程度であり、その
内側は60cm程度である。巨石の一部は、安倍川の砂防エリアか
ら持ってきているが、大部分は富士川から持ってきている。

‐

6 治水 質問 全国的に巨石付き盛土砂州の事例はあるのか。 常願寺川の事例がある。 ‐

7 治水 質問 安倍川でこれから何か所位、水制工が必要か、そ
の想定ができるのか。

巨石付き盛土砂州の設置箇所は、現時点では、現在施工を実施
している桜町と慈悲尾の2か所、及びその他2か所の合計4箇所を
予定している。巨石付き盛土砂州は、網状で流れが動くところ
について、ある程度流れの方向を固定させるために、直線区間
に設置している。もともと湾曲していて流れが変わらないとこ
ろは、今までの水制工を考えている。

‐

8 環境 意見 河道掘削では大きい石が持っていかれ、細粒成分
が残るという現象が起こっているように思う。今
から12～13年以上前と思うが、南安倍川橋の上流
の護岸工事の際に、河床の石を選択的に取ってほ
しい旨を申し上げ、大きな網でこして実施しても
らった。現在、大臣管理区間の河床はかなり細粒
化していると思うため、河床掘削の際は、アユを
含む河川生物への配慮のため、大きい石を残す一
手間をかけていただきたい。
選択的な掘削方法は、砂利組合等に問い合わせれ
ばわかるかもしれない。

最近では選択的な掘削は行っていない。手間的に現場とも相談
の上、対応を考えたい。
砂利組合へのヒアリングを実施する。

選択的な掘削方法について砂利組合へ確
認した結果、直轄区間において選択的掘
削の実績はないということだった。国の
工事においては、過去の工事資料から把
握することができなかった。
現在直轄では予算、工期的な状況や現場
毎で程度が異なることから選択的掘削は
行っていない。
ただし、生態系への配慮の観点から事前
に漁協組合等と現地立ち会いのもと、河
道掘削方法について意見をいただいた上
で施工を行っている。



（１） 前回（R4.10.21）の委員会における主な指摘事項とその対応

6〔凡例〕■：治水、■：地震・津波、■：環境、■：利水、■：総合土砂、□：その他

No. 分類 種類 委員意見内容 前回委員会事務局回答内容 その後の確認内容

9 治水 質問 実際に安倍川があふれるほどの雨が降った場合は、清水
側で浸水し易い。安倍川直轄河川改修事業について、静
岡市への意見聴取は行わないのか。

安倍川直轄河川改修事業については、今の制度の中
では県への意見聴取は実施するが、市は対象となっ
ていない。現在、様々な外水や内水のハザードマッ
プ作成に取り組んでおり、内水についても順次、各
市町と話をしながら作成していくところである。

‐

10 環境 意見 河道掘削で運び出す石は20cm以下であり、人頭大以下の
砂利、砂、石しか養浜には持っていかない。安倍川の石
は硬くて丈夫なので、砂防工事の発生残土に含まれる大
きい石は巨石付き盛土砂州に利用すべきと思う。

‐ ‐

11 治水 質問 安倍川直轄河川改修事業については、対応方針（原案）
どおり、必要な事業ということで継続ということでよろ
しいか。
→対応方針（原案）について了解である。

－ ‐

12 環境 意見 昔は、油山川の下流のところに本流の澪筋の１本が必ず
当たり、そこに大きな淵ができていたが、最近はずっと
下流で合流している状態である。そのため、油山川にア
ユが少なくなっていると思われるので、合流状況の改善
をお願いしたい。

－ 経年的な澪筋の実態を空撮から把握した
結果、安倍川本川の流れが油山川合流点
付近で合流している年とそうでない年があ
るように見える。本川の油山川への合流阻
害とならないよう、近隣で工事等あった際
は澪筋の確保に努めたい。
（本資料p.7～10参照）

13 環境 意見 魚類確認種の経年変化については、各年の魚類分類精度
が影響するので、見せ方や説明に留意して欲しい。河川
区間別のアユの確認個体数のグラフについては、アユの
生活史から下流側は必ず親も子供も通るところなので多
く勘定され、上流は少なくなるため、時期と個体数の関
係を示したいのであれば見せ方を工夫することが望まし
い。

表現方法は工夫する。 ‐

14 環境 意見 油山川は、ここ５～６年でもって集落排水事業ができ家
庭雑排水が入らなくなり、きれいになったが、水量が極
端に少なく、通常、川としてはつながっていない。油山
川では台風15号に伴う土石流により、新しい土砂、泥が
全部河床にたまり、回復に時間を要する状態である。下
流の土砂はある程度流れて、上流の土砂は人工的に取っ
ているが、雨が降るたびに、シルト混じりの生き物に対
して大変悪い土砂が供給される。

‐ ‐

15 環境 意見 各調査先の具体的な環境条件を踏まえた上で、生物環境
のデータについて整理していくということも今後検討し
ていければと思う。

‐ 今後、河川水辺の国勢調査の実施スケ
ジュール等を踏まえ、適切な期間に生
物の種類や数の経年的な変化を確認し、
環境条件を踏まえたデータの整理に努
める。



油山川

安倍川

（２） 指摘に対する対応状況
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H3(1991)

H5(1993) H16(2004)

H13(2001)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

 昔は、油山川の下流のところに本流の澪筋の１本が必ず当たり、そこに大きな淵ができ ていたが、最近はずっと下流で合流している状態である。
そのため、油山川にアユが少 なくなっていると思われるので、合流状況の改善をお願いしたい。

指摘内容①

その後の確認内容①

 経年的な澪筋の実態を空撮から把握した結果、安倍川本川の流れが油山川合流点付近で合流している年とそうでない年があるように見える。
本川の油山川への合流阻害とならないよう、近隣で工事等あった際は澪筋の確保に努めたい。

H15(2003)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

H20(2008)

油山川

安倍川

出典：国土地理院

出典：国土地理院

出典：国土地理院

出典：国土地理院

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所



H25.9(2013.09）

H26.2(2014.02)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

油山川

安倍川

H23.10(2011.10)

（２） 指摘に対する対応状況
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H22.8（2010.08）

H23.1（2011.01）

H23.4(2011.04)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

H24.7(2012.07)

H25.3(2013.03)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所



H30.4(2018.04)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

油山川

安倍川

（２） 指摘に対する対応状況
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H26.10(2014.10)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

H27.4(2015.04)

H27.12(2015.12)

H28.4(2016.04)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

H28.11(2016.11)

H29.4(2017.04）

H29.12(2017.12)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所



油山川

安倍川

（２） 指摘に対する対応状況
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H30.11(2018.11)

H31.6(2019.06)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所

R2.6(2020.06)

R3.6(2021.06)

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

油山川

安倍川

出典：静岡河川事務所

出典：静岡河川事務所



３. 事業の進捗状況
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 安倍川では昭和54年10月洪水を安全に流下させるため、堤防整備、堤防強化を重点的に進めている。

（１） 治水事業の進捗状況

洪水対策

• 河川整備計画に基づく事業の進捗率は事業費ベースで約77％（令和４年度時点）となっている。

12
0.0k

5.0k

9.0k 10.0k

22.0k

20.0k

15.0k

0.0k

南安倍川橋

東名安倍川橋

静岡大橋

駿河大橋
安倍川橋梁

安倍川橋

安西橋

安倍川大橋

狩野橋

新東名安倍川橋

曙橋

竜西橋

玉機橋

牧ヶ谷橋

藁科川橋

藁科橋

藁科川橋

富厚里橋

5.0k

静岡県庁

大臣管理区域

大臣管理区域

大臣管理区域

写真：低水護岸整備後(右岸1.50k付近)
下川原地区

写真：河道掘削(1.50k付近)
中島、下川原地区

手越

牛妻

凡 例

河道掘削

高水敷整備

堤防整備･堤防強化

危機管理型ハード対策

支川合流部対策

下川原地区

堤防整備・堤防強化

高水敷整備

手越地区

堤防整備・堤防強化

高水敷整備

中島地区
堤防整備・堤防強化

南安倍～桜町地区
堤防整備・堤防強化

俵沢地区
堤防整備

牛妻地区
堤防整備・堤防強化

門屋地区
堤防整備・堤防強化
高水敷整備

足久保地区
堤防整備・堤防強化

高水敷整備

安倍口地区

堤防強化
高水敷整備

(藁科川)羽鳥地区

堤防強化

山崎地区

堤防整備・堤防強化

慈悲尾地区
堤防整備

高水敷整備

整備済

未整備

中島、下川原地区
河道掘削

手越、南安倍～桜町地区
河道掘削

足久保、門屋地区
河道掘削

大門川
支川合流部対策

牧ヶ谷堤
支川合流部対策

久住谷川
支川合流部対策

油山地区
堤防整備・堤防強化

整備中

時点 進捗率

R2年度末 73％

R3年度末 75％

R4年度末 77％

護岸整備区間



堤防整備

• 令和4年度末時点（令和5年3月時点）では、堤防必要区間52.1㎞に対し、計画断面堤防区間が78.7％、暫定断面堤防区間が21.3％と

なっている。

• 平成20年3月の河川整備計画策定時から計画断面堤防は約18.7％増加しているものの、堤防が整備されていない区間が21.3％残されて

いることから、今後も引き続き事業を推進し、洪水に対する安全性を確保する。

表 堤防の整備状況（令和4年度末時点）

堤防必要区間延長
（km）

計画断面堤防区間 暫定断面堤防区間

延長
（km）

率
（%）

延長
（km）

率
（%）

策定時
52.1

32.3 60.0 14.1 26.0

現況 41.0 78.7 11.1 21.3

（１） 治水事業の進捗状況

写真：堤防整備後(左岸21.75k付近)
俵沢地区
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写真：堤防整備後(右岸12.50km付近)
足久保地区



静岡河川
事務所

●10kp
10kp●

●20kp

25kp●

静岡市

（２） 事業中箇所の進捗状況等

 今年度の事業としては、整備計画目標の達成のため、堤防強化事業、河道掘削事業、河岸防護施設整備事業等を実施中のほか、
令和４年９月洪水（台風１５号）における被災箇所の災害復旧工事を実施中。

■安倍川河道掘削事業（下川原地先）
【R4補正】【R5歳出】

■低水護岸整備事業（福田ヶ谷地先）
【R4推進費】

■樋管撤去（牧ケ谷地先）
【受託】

ふくだがや

しもかわはら
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まきがや

■藁科川災害復旧事業（大原地先）
【R4補正】

■低水護岸修繕事業（牧ケ谷地先）
【R5推進費】

まきがや

おおはら

■低水護岸修繕事業（飯間地先）
【R4補正】【R5推進費】

はんま

■安倍川河道掘削事業（手越地先）
【R4補正】

てごし



（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 令和４年５月の豪雨により、安倍川の水位が上昇し、河岸侵食が生じた。

• 今後の豪雨によって河岸侵食が進行し、堤防決壊による後背地への被害を防ぐため、推進費を活用して緊急的に福田ヶ谷地区の低水

護岸工を実施し、地域住民の安心・安全を確保する。

安倍川福田ヶ谷地先航空写真

低水護岸整備事業【福田ヶ谷（ふくだがや）地先】

標準断面図

2023.02.26

12k00

13k00

【R４推進費】
福田ヶ谷地先

低水護岸
L=340m

令和３～４年度
整備済
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令和4年度末 整備済箇所



（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 令和４年９月に発生した台風１５号により、安倍川水系藁科川において護岸損傷が生じた。

• 被災した護岸の本格的な復旧を図るとともに再度災害を防止するため、補正予算を活用し、早期に地域の安全向上を図る。

藁科川大原地先航空写真

藁
科
川

【R4補正】
大原地先
低水護岸

L=162m

藁科川災害復旧事業【大原（おおはら）地先】

2023.02.26 

8k00

9k00

標準断面図

16

被災状況



（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 護岸の沈下や損傷を放置すると、それが拡大して堤防の決壊等の大災害を引き起こす可能性がある。

• 老朽化した護岸施設において、補正予算、推進費を活用し、所要の機能が保全されるよう護岸の修繕を実施し、地域の安全向上を図

る。

藁科川飯間地先航空写真

藁
科
川

低水護岸修繕事業【飯間（はんま）地先】

4k00

5k00

標準断面図

【R5推進費】
飯間地先

護岸修繕 L=42.4m

【R4補正】
飯間地先
護岸修繕
L=139.0m

上流側

17

下流側

老朽化・損傷状況



0k00

1k00

藁
科
川

（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 護岸の沈下や損傷を放置すると、それが拡大して堤防の決壊等の大災害を引き起こす可能性がある。

• 老朽化した護岸施設において、推進費を活用し、所要の機能が保全されるよう護岸の修繕を実施し、地域の安全向上を図る。

藁科川牧ケ谷地先航空写真

【R5推進費】
牧ケ谷地先
護岸修繕
L=74.8m

低水護岸修繕事業【牧ケ谷（まきがや）地先】

2023.02.26 
標準断面図

【R5推進費】
牧ケ谷地先
護岸修繕
L=23.8m

下流側

18

上流側

老朽化・損傷状況



• 取水を目的としたものであったが、農地の宅地化により受益面積が減少したために不要になることから樋管の撤去を行い、治水上の

安全性を図る。

樋管撤去【牧ケ谷（まきがや）地先】

19

0k00

1k00

藁
科
川

藁科川牧ケ谷地先航空写真

【受託】
牧ケ谷地先

撤去工 N=2箇所

2023.02.26 

牧ケ谷本樋管

牧ケ谷新樋管



（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 気候変動に伴い激甚化・頻発化する自然災害を踏まえ、流域治水対策を推進するため、５か年加速化対策を実施し、早期に地域の安

全性の向上を図っている。

• 安倍川手越地区においては、洪水を安全に流下させるために河道掘削を実施する。

安倍川河道掘削整備事業【手越（てごし）地先】

20

3k00

4k00

安
倍
川

安倍川手越地先航空写真

【R４補正】
手越地先

掘削 V=10千m3

2023.02.26 

2k00

平 面 図

4k00

3k00

5k00

標準横断図



（２） 事業中箇所の進捗状況等

• 気候変動に伴い激甚化・頻発化する自然災害を踏まえ、流域治水対策を推進するため、５か年加速化対策を実施し、早期に地域の安

全性の向上を図っている。

• 安倍川下川原地区においては、洪水を安全に流下させるために河道掘削を実施する。

安倍川下川原地区航空写真

安倍川河道掘削整備事業【下川原（しもかわはら）地先】

2023.02.26 

標準断面図

平 面 図

2k00

安
倍
川

0k00 

1k00

2k00
【R５歳出】

下川原地区
掘削 V=１８千m3

【R4補正・R5歳出】
下川原地区

掘削 V=  ７千m3

左岸側
右岸側

右岸側 左岸側
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４. 事業の見通し
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手越地区
河道掘削 V=10千m3

静岡県庁

静岡市

静岡市役所

下川原地区
河道掘削 V=350千m3

下川原地区
侵食対策 L=0.4km

藁科川・羽鳥地区
侵食対策 L=1.6km

門屋地区
堤防整備 L=1.4km

与左衛門新田地区
堤防整備 L=1.0km

安倍口地区
堤防整備 L=1.0km

慈悲尾地区
侵食対策 N=6カ所

○下川原・手越地区の河道掘削および安倍口地区の堤防整備事業、河岸侵食対策のＲ７完了に伴い、S54.10月洪水規模（観測史上最大流量）の洪水でも直轄管理区間でＨＷＬ以下で
安全に流下させることが可能。

○静岡市街地における侵食破堤のリスク軽減を図るために、安倍川与左衛門新田・門屋地区および藁科川においても河岸侵食対策に着手する。

凡 例

浸水想定範囲（戦後最大の昭和54年
10月台風に対する想定氾濫解析）

大臣管理区間

流域界

短期整備（５ヵ年加速化対策）メニュー

短期整備以降のメニュー

（1） 今後の事業予定

23

整備
メニュー

現在実施中 短期（R3～R7） 中期（R8～R12） 中長期（R13以降）

堤防整備

河道掘削

侵食対策

俵沢地区
堤防整備 L=1.0km

写真：堤防整備後(左岸21.75k付近)
俵沢地区



５. 今後の進め方について
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 河川整備計画内容の点検の実施は、毎年審議
 事業の再評価の審議は、５年以内に１度の審議、事後評価の審議は、完成後５年以内の審議
 「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言（令和３年４月３０日改訂）に基づき、今後は河川整備基本方針、河川整備計画

の見直しを行う。

安倍川水系流域委員会 今後のスケジュール

25

①河川整備計
画内容の点検

の実施

安倍川直轄
河川改修事業

委嘱期間（３年）

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度

計画内容の点検の実施
①流域の社会情勢の変化や地域の意向、新たな視点

②河川整備の進捗状況や進捗の見通し

※計画内容の点検において、変更が必要との意見があった場合、当該意見を最大限尊重し
つつ、中部地方整備局長が変更の必要性を判断し、委員会にて審議する。

※今回

②事業の
計画段階評価、

再評価、
事後評価
の審議

Ｒ４年度

安倍川直轄
河川改修事業
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６. 河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き
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河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き（気候変動を考慮した全国的な動き）

出典：河川整備基本方針の変更の考え方について 令和5年9月19日 国土交通省河川基本方針検討小委員会



28出典：河川整備基本方針の変更の考え方について 令和5年9月19日 国土交通省河川基本方針検討小委員会

河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き（気候変動を考慮した全国的な動き）
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河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き（気候変動を考慮した全国的な動き）

出典：河川整備基本方針の変更の考え方について 令和5年9月19日 国土交通省河川基本方針検討小委員会



出典：河川整備基本方針の変更の考え方について 令和5年9月19日 国土交通省河川基本方針検討小委員会

河川整備基本方針・河川整備計画見直しの動き（気候変動を考慮した全国的な動き）
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７. 総合的な土砂管理に関する取り組み（参考）
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総合的な土砂管理に関する取り組みの現状報告

32

 総合土砂管理計画を策定するため、安倍川総合土砂管理計画検討委員会（会長：中央大学福岡教授）を設立し、平成
19年から平成25年の7年間にわたり検討した結果、平成25年7月に「安倍川総合土砂管理計画」を策定。

 現在は、総合土砂管理計画で定めた事項の実施及び課題の解決に向けて、「安倍川総合土砂管理計画フォローアップ
委員会・作業部会」を開催し、必要に応じて現行計画の見直しを行う。

安倍川流砂系における総合土砂管理計画の検討状況

写真 安倍川総合土砂管理計画検討委員会
の開催状況

写真 安倍川総合土砂管理計画フォローアッ
プ作業部会（第９回 web開催）

■平成25年7月 安倍川総合土砂管理計画 策定

■平成26年からフォローアップ委員会・作業部会を開催

図 安倍川流砂系の範囲と領域区分

議事開催日委員会

（１）⼟砂管理対策の実施状況及びモニタリング結果等
（２）課題に対する解決スケジュール（案）及び

⼟砂移動シミュレーション精度向上の検証
（３）河岸防護施設配置計画（案）
（４）海岸領域における取組状況の報告︓静岡県

H26.12.10第１回
委員会
作業部会

（１）モニタリング調査結果及び
河床変動モデルの精度向上等

（２）河岸防護施設の試験施⼯について

H27.12.9第２回
作業部会

（１）モニタリング調査結果及び⼟
砂管理指標幅に関する検討

（２）課題解決に向けた検討

H28.12.22第３回
作業部会

（１）モニタリング調査結果及び
⼟砂管理基準に関する検討

（２）課題解決に向けた検討

H30.3.15第４回
作業部会

（１）作業部会の概要
（２）平成30年度の取り組み状況
（３）⼟砂管理基準に関する検討
（４）課題解決に向けた検討
（５）今後の予定

H31.3.26第５回
作業部会

（１）⼟砂管理対策とモニタリング調査結果について
（２）⼟砂移動シミュレーション精度向上について
（３）⼟砂管理対策の施設配置計画について
（４）モニタリング結果の現状評価⼿法について
（５）海岸領域における取り組みの報告

R2.1.28第６回
委員会
作業部会

（１）第２回委員会の概要
（２）今後の作業部会の検討⽅針
（３）⼟砂管理対策とモニタリング調査結果
（４）⼟砂動態に関する課題解決に向けた検討
（５）新たな⼟砂管理指標（案）の検討

R3.3.16第７回
作業部会

（１）これまでの委員会・作業部会の審議内容
（２）⼟砂管理対策とモニタリング調査結果
（３）⼟砂動態に関する課題解決に向けた検討
（４）短期的な⼟砂管理対策の検討

R4.3.10第８回
作業部会

（１）これまでの委員会・作業部会の審議内容及び
今後の検討⽅針

（２）⼟砂管理対策とモニタリング調査結果
（３）⼟砂管理指標・⼟砂管理基準の検討
（４）⼟砂動態に関する課題解決に向けた検討
（５）モニタリング計画の⾒直し検討
（６）短期の⼟砂管理対策の検討

R5.3.2第９回
作業部会



（１） 安倍川における現状と課題

「防災」、「土砂の連続性」の観点では、領域間で連携した流砂系一貫としての総合土砂管理が重要である。

大谷崩

S57.8出水による被災状況（左岸12k）

侵食の進む清水海岸

∴羽衣の松

H12.9出水による被災状況（左岸11.75k）

○中・下流河川領域では…
・上流からの土砂流出により河床が上昇し、
流下能力が不足している。

・中小洪水においても、偏流により堤防や高
水敷が侵食されるおそれがある。

○山地河川領域では…
・砂防堰堤等の直下流において局所的な河
床低下が生じている。

・安倍川河口の左岸に広がる静岡・清水海
岸では海岸侵食が進行している。

清水海岸の被災状況（H４）

安倍川流砂系では、各領域で土砂管理に関して様々な課題が存在している。

○海岸領域では・・・

直轄砂防領域

直轄河川領域

駿河湾

総合的な土砂管理に関する取り組みの現状報告

各領域の課題

33

○土砂生産・流出領域では…
・安倍川に沿って糸魚川—静岡構造線が走り、風化しや
すく崩れやすい地質→土砂災害が発生しやすい。

・源流には日本三大崩れのひとつである「大谷崩」を有
している。



安倍川総合土砂管理計画の概要

出典：安倍川総合土砂管理計画 概要版

目指す姿・土砂管理目標

総合的な土砂管理に関する取り組みの現状報告
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総合的な土砂管理に関する取り組みの現状報告

安倍川総合土砂管理計画の概要

出典：安倍川総合土砂管理計画 概要版 35



総合的な土砂管理に関する取り組みの現状報告

次回委員会（令和6年度開催予定）に向けた全体検討スケジュール

36

委員会・作業部会

H27 H28 H29 H30 R2 R3 R4 R5 R6

状況報告
〇

計画変更に向けた検
討が必要

計画変更

① 生産土砂量の把握
土砂生産・流出領域で
のLPデータの蓄積

崩壊土砂の材料調
査

既往調査結果等に
よる生産土砂量の
分析

　渓岸崩壊土砂
　の影響分析

状況報告
〇

生産土砂量の実態
把握が必要

状況報告
〇

②
支川・渓流からの供給土
砂量の精度向上

流砂量観測を実施
流量観測検討
河床材料調査

流量観測実施
状況報告

〇
状況報告

〇

③
砂防設備が土砂動態に与
える影響把握

支川掃流モデルの構築
による影響把握

既設堰堤に堆積し
ている土砂量、粒
径の調査計画を検
討

既設堰堤で捕捉さ
れる土砂量、粒径
の調査

状況報告
〇

状況報告
〇

④ 流下に伴う石礫の摩耗 摩耗に関する調査 結果報告 報告済

⑤
河道掘削と海岸侵食の関
係整理

掘削と海岸侵食のモニタ
リングを実施・
データの蓄積

モニタリング結果
により掘削と海岸
浸食の関係を検証

状況報告
〇

モニタリングの継
続

モニタリング結果に
より掘削と海岸浸
食の関係を検証

状況報告
〇

⑥ 河口テラスの役割
河口テラスの深浅測量
を実施

河口テラスへの土
砂堆積状況、海岸
領域への土砂移動
状況の把握

状況報告
〇

モニタリングの継
続

モニタリング結果に
より河口テラスの
役割を検証

状況報告
〇

⑦
海岸の主たる構成材料把
握

海岸の底質調査を実施
底質調査等の調査
より海岸の主たる
構成材料を把握

状況報告
〇

モニタリングの継
続

底質調査等の調査
より海岸の主たる
構成材料を把握

状況報告
〇

⑧
海岸回復に必要な土砂
量・粒径の把握

安倍川の河床変動モデ
ルと海浜変形モデルの
接合

安倍川のモデル改
良と海浜モデルと
の接合

状況報告
〇

モニタリングの継
続

海岸回復に必要な
土砂量・粒径の把
握

状況報告
〇

⑨ 海岸侵食の要因

モニタリングデータの蓄
積
(掘削、海岸地形、外力、
施設整備)

海岸侵食要因の分
析

状況報告
〇

モニタリングの継
続

海岸侵食要因の分
析

状況報告
〇

⑩
超長期的な地形形成過程
の把握

未着手

⑪

流砂系一貫としたシミュ
レーションモデルの精度
向上
・長期予測の精度に加
え、計画規模降雨など短
期の変動を再現

長期でのシミュレーショ
ンの構築

状況報告
〇

土砂・洪水氾濫を想
定した短期の降雨に
対するモデルの精度
向上が必要

土石流モデルを構
築土砂管理対策を
検討

砂防施設の配置計
画検討

状況報告
〇

方針報告

短期の土砂移動に
対する新たな目標及
び土砂管理対策を計
画に反映させること
が必要

再現計算モデル作
成 土砂洪水氾濫の被

害想定 施設配置計画計画
計画反映

↑意見交換会 ↑意見交換会

第2回作業部会↑ 第3回作業部会↑ 第4回作業部会↑ 第5回作業部会↑ 作業部会・委員会↑ 第7回作業部会↑ 第8回作業部会↑ 第9回作業部会↑第10回作業部会↑ 作業部会・委員会↑

短期（一連降雨）を対象とした再現計算
モデルの構築と施設配置計画

土
砂
動
態
解
明
に
関
す
る
課
題

土砂管理対策の見直し
土砂管理指標・基準の見直し
土砂管理目標の見直し
モニタリング計画の見直し

土砂生産領域からの土砂移動実態の把握
※毎年LP測量を実施

生産土砂量の実態を反映
生産土砂量の精度向上によるモデルの再現性の確認

モニタリングの継続
※洪水発生時には調査実施、既設堰堤による抑制効果を把握(土砂量、粒径)

土砂管理対策の検証
土砂管理指標・基準の検討
土砂管理目標の検証
モニタリング計画の検証

年度 H27以前
作業部会

河川と海岸では土砂
移動のタイムラグが
あるため、時間の概
念も含めた対策の検
討が必要

作業部会 委員会・作業部会

R1

総合土砂管理計画の検証
（フォローアップ）

計画変更案
の提示

状況報告

〇
土砂・洪水

氾濫の被害想定


